










プリマヴェーラ ・ ルーチェ　厚約１ｍｍ

下地合板

断熱材　

　石､タイル､クッションフロア､コルク､

絨毯 ( 毛足の短いもの )

※仕上げがカーペットの場合､フェルトは使用しないでください｡

合板捨貼り　厚９ｍｍ

石 ・ タイル ・ クッションフロア ・ コルク ・ カーペット仕上げ

７．コントローラの取付け

―９―

注意
電気工事に際しては､電気事業法､電気工事士法に基づいた有資格者が行う必要があります｡

また電気式床暖房システムは､電気設備技術基準及び内線規定により､配線用遮断器､漏電

遮断器の取付けが義務づけられております｡

コントローラへの電源(単相三線２００Ｖ､５０/６０Ｈｚ)は単独回路とし､必ず負荷容量に適した漏電遮断器､配線用遮断器を

設置してください｡Ａ面､Ｂ面を使用する場合､電源A､電源Bとも単独回路で計２回路必要になります｡

ただし､A面､B面の合計が１５A以下の場合､ブレーカは１回路で､電源A､電源Bに分岐配線することができます｡

―１０―

(１)接続

配線の接続

●接続端子台は差込み式となっております｡コントローラ裏面のストリップゲージに従って被服を剥き､奥まで確実に差込んで

 　ください｡

●A面､B面を使用する場合は､電源､発熱シートの配線が２本ずつありますので､間違いのないように接続してください｡

電源､発熱シートの配線を接続します｡

(２)取付け

ボックスレス工事の場合(※通常はこの方法を推奨します)

●化粧パネルをはずし､はさみ金具（石膏ボード用取付け押え金具２連用[９～３０ｍｍ壁用]）で壁をはさみ､

　 ４本のネジで固定します｡

●固定後､化粧パネルを取付けます｡

ボックス工事の場合

●深型アウトレットボックス等を使用して､配線スペースを確保してください｡

　 ノックアウトは全て開放してください。奥行き寸法は６０ｍｍ以上が必要です｡

電気回路図(HK２Ｌ用)

施工方法別　断面図

参考
※HK１Ｌも同様です。

床暖房対応フローリング　厚１２ｍｍ～１５ｍｍ

プリマヴェーラ ・ ルーチェ　厚約１ｍｍ

下地合板

断熱材

木質フローリング仕上げ
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床暖房用コントローラ

株式会社アルシステム 日本製

Model ： HK2

必ず施工要領書をお読み下さい。
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分岐ブレーカ

ＥＬＣＢ　１５ｍＡ
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アース線の接続
アース線

口出用電線と
電源ケーブルの接続延長

アース線

電源用ケーブル
(市販品Ｆケーブル[ＶＶＦ１.６ｍｍ等])

発熱シート

一次側配線(ＶＶＦ２.０ｍｍ等)

端子への差込み

Ｄ種接地

薄畳仕上げ

プリマヴェーラ ・ ルーチェ　厚約１ｍｍ

下地合板

断熱材　

　薄畳

合板捨貼り　厚４ｍｍ～５.５ｍｍ

(３)試運転

昇温試験

●全ての施工終了後、問題がないことを確認した後に分電盤のブレーカーをONにしてコントローラに通電します。

●現在時刻を設定します。「設定」スイッチを３秒以上押すと時刻設定モードになり、時計の数値表示が点滅します。

　　「▲」スイッチを１回押すと１分加算し、押し続けると高速で加算します。

　　「▼」スイッチを１回押すと１分減算し、押し続けると高速で減算します。

●「運転／停止」スイッチを押します。「運転／停止」スイッチの上のLEDが赤色に点灯し、運転が開始されます。

●温度設定を行います。「設定」スイッチを押すと温度設定モードになりますので、「▲」スイッチを押して最高温度

　　（７レベル）に設定します。

●通電開始後２０～３０分で床表面が暖かくなることを確認して下さい。


